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EXCITING/Thailand News

本紙に時折登場するコロンブスの卵は、私の思考形態の一つで、タネを明かせば、「なーんだ！そんなことか。」
だけれども、明かされなければ分からない難問・疑問？常々誰でもが分かっているようでいて、分かっていない。
見ているようでいて、視ていない事に、注意・関心を持って、何事にも疑問視することの必要性を感じている。

だから、確信を得るまでは簡単に信じ込まない。疑わないまでも信じない。「へー、そうなんだ」
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コロンブスの卵 の黄身

だから、確信を得るまでは簡単に信じ込まない。疑わないまでも信じない。「へー、そうなんだ」
の域で一旦停止。そこで勝手に評価を下して、先に進むか留め置くか決める。物事が順調で、
浮かれている時や、何をやっても不調で落ち込み、迷っている時に出来る共通点は心の隙間。

ここに登場するのが、『笑ゥせぇるすまん』である喪黒福造　（詳しくは以下の動画をご覧下さい）

https://www.youtube.com/watch?v=FMHdMJ3XVo0 『笑ゥせぇるすまん』-1 笑うセールスマン-1
https://www.youtube.com/watch?v=faQ7q1a_fKI 『笑ゥせぇるすまん』-2

余りにも酷似した、現実の世界で起きた事件が『オウム真理教関連事件』だった。
1995年3月20日に起きた地下鉄サリン事件から23年。2006年12月12日死刑確定
後からも、12年半も死刑執行がされなかった理由は、この間の法相が先送り先送り
して来ただけ（職務怠慢）に過ぎない。上川法相の決断は絶賛に値するほど正しい。

主犯の麻原彰晃こと松本智津夫は、84年頃「オウム神仙の会」を発足させ、空中
浮揚のトリック写真を公表し、「超能力は、修行によって自己開発できる」と説いて
会員を集めた。87年には、自ら最終解脱者であると宣言し、「グル（尊師）」と自称、会員を集めた。87年には、自ら最終解脱者であると宣言し、「グル（尊師）」と自称、
団体名を「オウム真理教」に変更した。…までは事実だが、時代背景を思い出して
頂きたい。1980年代はJapan as No1を謳歌していた時代だ。誰もが総中流を自認
し、浮かれている一方で、何故か地に足が付かない心の不安を抱いていた若者が
心の拠り所を模索していた時代でもあった。ここに、心の隙間が生じた。

https://www3.nhk.or.jp/news/special/aum_shinrikyo/ オウム事件　NHK

正に時代が生み出したとも云える『新興宗教』だが、私はとっさに『宗教ごっこ』だと断定した。正に時代が生み出したとも云える『新興宗教』だが、私はとっさに『宗教ごっこ』だと断定した。
決定的なのは、最終解脱者だと自ら宣言する教祖はインチキ以外の何者でもない。釈迦も、
イエスキリストも、自ら神であるとか、解脱者であると云っていない。取り巻きの信者が神の子
であり、悟りを開かれ、一切の煩悩から解脱されたと言っているに過ぎない。イスラム教の
マホメッドですら、神の声を聞いたとして、それを伝えるに留めている。

今の政界を見渡せば、『政治ごっこ』をやっている輩が如何に多いかは、時代背景と世界情勢
が国民の意識低下に拍車をかけている事から納得できよう。政治家も官僚も財界人も国民も
こぞって、穴ポコチーズ・麩菓子のように、スカスカ状態にあるという事を知っておきたい。こぞって、穴ポコチーズ・麩菓子のように、スカスカ状態にあるという事を知っておきたい。
スカスカ状態・隙間だらけの心の内に忍び込んで来るのが新興宗教であり、笑ゥせぇるすまん
喪黒福造は、「ドーン」で、麻原彰晃は「ポア（しなければ…）」だったと云う事です。風に注意。

https://www.youtube.com/watch?v=KOYta7QtBZw ♪ すきま風 ♪　今回は藤 圭子

私に限らず誰でもが神や天の声を聞きながら、それが誰の声だか分からないまま、
遣り過ごしているから、日常茶飯事に忙殺さレ、雑音にかき消さレ、忘れ去らレ、
スカスカ人間が出来上がってしまう（レ･レ・レの叔父さんになってしまう）のです。スカスカ人間が出来上がってしまう（レ･レ・レの叔父さんになってしまう）のです。
その対処法として一番有効なのは、備忘メモノートを常時携帯し、思い付いた事や
ひらめきを書き留めて置くことです。

本文中の何処がコロンブスの卵で、何処が黄身なのか？分からなければ、悩んで
悩んで、悩み抜いて時間つぶしでもしてください。種明かしをしてしまえば、「なーん
だ！そんなことか」で終ってしまい、直ぐに忘れてしまうか、バカバカしい！で軽蔑
されるのが落ちですから、明かしません。

と、云いつつ先行き永くない人には不親切ですから、今回取り上げたコロンブスの
卵は、心です。黄身は風です。………。色々な心。色々な風。
目に見えないけれど、確かにある心。様々な場の空気、その空気が動き出す風。

レ･レ･レの叔父さん 心地良い、チェンマイの柔らかい風を体感しにチェンマイにいらっしゃいとなります。
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一時期、日本共産党など野党に担がれて、国会議事堂前でバカ騒ぎをやっていたシールズは、元々知能もレベル
も低すぎた事もあって、霧散した。氏名も顔も割れていたから、就職もろくに出来ず、悲惨な状態に陥っていると聞
く、自業自得と云えばそれまでだが、「その責任など知ったことか」と云う無責任なのが、担いだ野党のセンセイ方。

SEALｓ　シールズ

く、自業自得と云えばそれまでだが、「その責任など知ったことか」と云う無責任なのが、担いだ野党のセンセイ方。

名称は同じでも、タイのシールズ（SEALｓ）は、英雄だ。周知の通り、全世界が注目し心配した
タイ・チェンライの洞窟に閉じ込められた13人の少年達が全員無事に救出された。
救出方法は3通り（掘削による方法・潜水による方法・乾季まで待機する方法が）検討されたが
洞窟内の酸素が通常20％であるところ、15％に低下して来たこと、雨季の最中で増水が予測
される事などで、ハイリスクではあるが、万全を期して潜水による救出方法が選択された。

タイの特殊部隊であるSEALｓを中心として、外国から潜水の専門家がサポートする形で、先ずタイの特殊部隊であるSEALｓを中心として、外国から潜水の専門家がサポートする形で、先ず
は体力を消耗している子供たちに食料を与え、必ず助け出す信念と救出方法を説明し、安心
感を教育した。無垢の少年たちは言われるままに実行し、見事に！脱出成功を果した。

おそらく日本では見ることもないだろう、タイのニュース映像を掲載します。
https://www.youtube.com/watch?v=f89dSnwL8Vw 遭難13人生存（発見当日）

https://www.youtube.com/watch?v=fyQxdgnJyBU 遭難13人生存（全員生還）

この洞窟に入った事はないものの、私はこのあたりには何度も（今年は4月に）行っこの洞窟に入った事はないものの、私はこのあたりには何度も（今年は4月に）行っ
ていて、土地勘のある所だっただけに、より注目していました。

外国からの救助ボランティアを含め300人を超えたという、救援体制が組まれ、近隣
の住民達もこぞって炊き出しに出るなどして、県知事から最終救出方法の決定を
固唾を呑んで待っていたところ、『潜水法』と知らされました。決定の数日前に、元
SEALｓの隊員が亡くなられた事もあって、私を含め何人も「ハイリスク過ぎる。一人
以上の犠牲者が出るかも知れない」と、誰もが思い心配したでしょう。

もっとも安全な方法は、石灰岩質の山にある空気穴からの掘削法、若しくは持久
戦で乾季まで待つ方法ですが、洞内の酸素濃度と、雨季中のスコールによる増水
が、時を待たず決断を急がせたものと思われます。
知事の最終決断を受けるまでに、SEALｓ隊員たちが何をしていたかと云えば、前述
の通り、子供たちに教育・トレーニングをしていたと云う事です。

https://jp.reuters.com/article/thailand-accident-cave-idJPKBN1K10RJ 洞窟からの生還　（ロイター）
http://fingfx.thomsonreuters.com/gfx/rngs/THAILAND-ACCIDENT-CAVE-LJA/010071432BV/index.htmlhttp://fingfx.thomsonreuters.com/gfx/rngs/THAILAND-ACCIDENT-CAVE-LJA/010071432BV/index.html

余りにも見事過ぎます。ただ助けるためでなく、助かるためにどうしなければならないかを子供
達に教えていた事と、日頃尊敬している国軍の兵士の言葉に耳を傾け（同意し）た少年たちが
素直に従った結果、全員無事帰還を果たす事ができたものと思われます。

誰が考えても、泳げない子供に泳ぎを教えたり潜水方法を教えても、数日でマスターし、補助
が付いたとしても自力で泳ぎ、潜り、脱出することなどほぼ不可能だったからです。

結果を聞いて納得する（コロンブスの卵の）黄身が隠されていました。精神安定剤とストレッチ
ャー(担架）でした。完全防水されたストレッチャーの中に酸素を送りながら、精神安定剤を飲ん
で、睡眠状態になった子供たちを移送する方法が取られたとの事です。作戦開始直前、報道
陣を現場から退去させ、ヘリコプターを導入した事の意味は、正にコロンブスの卵の黄身です。
この作戦、成功すれば英雄。失敗すれば世界中から非難轟々だったでしょう。

結果は周知の通り、大成功で全員無事救出。文字通り、救出に当ったSEALｓの
隊員始め、救出ボランティアに当った外国の潜水夫等は絶賛されてヒーローです。
惜しみない拍手の中で、ある隊員のつぶやき「奇跡的だった…」。
隊員始め、救出ボランティアに当った外国の潜水夫等は絶賛されてヒーローです。
惜しみない拍手の中で、ある隊員のつぶやき「奇跡的だった…」。

誰もが考え付かない奇跡的な救出方法を考え出し、実行し、成功させた救助隊の
勇気ある行動に、世界は感動を持って賞賛しました。後日映画化されるようです。

タイを始め、各国では軍隊や兵士はあこがれや尊敬の対象となっています。
全身全霊を持って、一命を賭してでも、国と国民を守るために、日々過酷な訓練を
積み重ねてくれていることを国民皆が共通認識として持っているからです。

軟弱な左巻き国民を抱えた国は、国土や国民が奪われても、国際法違反・賞味
期限切れの憲法に縛られ、国民を見殺しにしている。安倍政権は超法規で戦え！
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巻頭章最後の、チェンマイにいらっしゃいは蛇足ですが、日本人は阿吽の呼吸を心得ていて、云わずと察して忖度
する性癖を持っています。場の空気が濃ければ濃いほど口を閉ざし、上位に忖度した行動をとりがちです。流れや

自然災害 その実は 人災

する性癖を持っています。場の空気が濃ければ濃いほど口を閉ざし、上位に忖度した行動をとりがちです。流れや
風に逆らわず、風を読んで、ポアまでしでかしてしまったと云うのがオウム事件の真相です。だからと云って……。

殺人犯を死刑にすべきでないという論法は成り立ちません。理由・事情の如何を問わず、人を
殺したら、死刑に処せられる。というのは、古今/日本の掟でもあります。未だ、オウムの話の
続きをつづけるのかョ！もういいョ！と云われそうですが、そうではありません。巻頭章で取り
上げた『風』を、もう少し深掘りしたいのです。

周知の通り、日本は自然災害大国で、毎年のように台風・洪水・地震に見舞われ、多くの被害周知の通り、日本は自然災害大国で、毎年のように台風・洪水・地震に見舞われ、多くの被害
が発生しています。『治水・治山が政治の基本』を蔑ろにして「コンクリートから人へ…」などと
耳障りの好いキャッチフレーズを掲げたハイエナ政党に政権を渡した付けが、未だに払い切れ
ていないどころか、政権交代のキャッチフレーズ「日本を取り戻す」に騙されて、付けを膨らまし
ているのが現状だという事に、日本国民は危機感を持っているのか？はなはだ疑問です。

エリート官僚の体たらく振り同様、当初のキャッチフレーズに逆行する「取り返しの
つかない日本づくり」を、『政府全体と云う隠れ蓑』に包まりながら推し進めている
事が、付けの膨らまし処か、禍根にさえなりかねません。正に人災の極めつけ。事が、付けの膨らまし処か、禍根にさえなりかねません。正に人災の極めつけ。
これも周知の事実ですが、自民党は政権党ですが、保守党ではないと云う事です。

外（外国）から見ていてハラハラするようなデタラメな政策や法案が提起され、可決
されている現状をどう捉えているのでしょうか。マイペンライ国家に成り下がってい
ることの自覚がないが故に、一億総下流社会への坂道を転げ落ちていませんか？

丁度、去年の8月号（発刊79号）の第2章に取り上げた、自民党（魔の2回生議員）
の安藤裕議員がリーダーとなって開催した『日本の未来を考える勉強会』が提案の安藤裕議員がリーダーとなって開催した『日本の未来を考える勉強会』が提案
し、それをまとめた提言が政策に盛り込まれるという朗報が流れた。（必見動画）

https://www.youtube.com/watch?v=Gtkak7ocZXM&t=1888s 安藤提言・他
https://www.youtube.com/watch?v=8K_tY2c2gBY 経済討論：骨太の方針

果たして、具体的な提案が何処まで実行されるのかは、出たとこ勝負で、国民の手の及ぶ処
ではないが(立法権や行政権は議員や官僚の手に委ねられているから）100％は無理でも、
過半数の提案は実行してもらいたい。野党議員の殆ど、与党議員の過半数が、日本の未来過半数の提案は実行してもらいたい。野党議員の殆ど、与党議員の過半数が、日本の未来
や国民の生活向上・安全安心に先んじて、自分の議員や官僚としての地位の確保しか考えて
いないし、その為の行動しかしていないというのもネット空間では、白日の下に晒されている。

今回、未曾有の大災害をもたらした西日本豪雨による死者・行方不明者は、230人を超えた。
地球の温暖化だとか、CO2が原因だとか議論していても、気候変動は待ってくれない。国土
強靭化に財政出動しなければ、対策のしようもない。何の対策も、手も打たないままに、事後
処理で激甚災害指定した処で、守られなかった国民は浮かばれない。人災以外の何ものでも
ない。気象庁観測史上初めての降雨だった（想定外だった）は、聞き飽きた。 想定外？！ない。気象庁観測史上初めての降雨だった（想定外だった）は、聞き飽きた。 想定外？！

同様に、7月に気温40℃を超えたのも初めてで、(私が2年前に、近々日本も40℃
を体感するだろうと記述した事が現実のものとなった）すべからく、自然災害には
予兆と云うものがある。ハインリッヒの法則（ヒヤリ・ハットの原則）ではないが、
http://www.infraexpert.com/info/network7.html 『 ハインリッヒの法則 』
数年前から、温暖化は進行の一途を辿って来て、（特に夏は）亜熱帯気候化して
来たし、局地的集中豪雨を何度も体験しながら、これまた、想定外で済ましている。

台風の大型化も同様で、経験則では未体験な事がしばしば起こっているし、これ
からも起こりうると考え、対策するのが普通の人の頭だが、ノータリンのエリート達
には考えも及ばない。今年からか、台風何号の後に、名称が付いているが、何と！

この台風の進路も想定外？！ 今回の12号ジョンダリは、朝鮮語で「ひばり」だそうだ。一体誰が命名したのか？

来る来ると云われながら、何時起こるか正確な予測が出来ないのに、莫大な国家予算（税金）
を搾取する事に専念している東大地震研など、存在価値は全くない。
首都直下型地震と、南海トラフ大地震に対しては、予測よりも、備え（強靭化対策・避難対策・首都直下型地震と、南海トラフ大地震に対しては、予測よりも、備え（強靭化対策・避難対策・
救援対策など）の方が優先でなければならないはずなのに、殆ど何もされていないに等しい。

今の日本人は、想定外大好き人間に劣化してしまったのだろうか。自然災害はやもうえない
と悟りの境地に至っているのだろうか。これら全てが、天災でなく人災だと気付いていない。 結論！直前予測不能



PR：　ネット検索で　www.kanang . Jp/ をご覧下さい

歴史修正主義者（Historical revisionist）と、声高に叫んでいる者の方こそ歴史隠蔽・捏造主義者だと断定して、
ほぼ間違いない。間違った歴史認識を糺し・修正し、国益と国民を豊かにする事に隣国の顔色など気にする事も、
何の憚りも必要ない。トランプ大統領の「アメリカンファースト」に見習い、ジャパンファーストでなければならない。

求められる健全野党　改正党

何の憚りも必要ない。トランプ大統領の「アメリカンファースト」に見習い、ジャパンファーストでなければならない。

と、思いつつ現行憲法に手足を縛られ、性懲りもなく過ち続け、失敗し続けているのが政官財
界人でもあります。大衆受けする詭弁を弄して当選しようと、面従腹背を処世術として省庁の
Topに辿り着こうと、学歴・経歴をひけらかし金持ちぶった処でも、所詮大したシロモノじゃない。
小心者の性癖であるエゴイズムが透けて見えるからだ。

エゴイズム（利己主義）と、個人主義（individualism、インディビジュアリズム）は、混同して使
われがちだが、本来の意味は全く違う（逆の意味なのですが）。敗戦後、憲法にも個人主義がわれがちだが、本来の意味は全く違う（逆の意味なのですが）。敗戦後、憲法にも個人主義が
盛り込まれ、それまで培われてきた国家観が、根底から崩された『終わりの始まり』でした。
個人の人権や尊厳を大切にするのは良いとしても、個人の人権や尊厳を奪おうとする者達の
人権や尊厳を大切にすべきかどうか悩ましい議論も展開されて来たし、未だに論議されている。

犯罪者や殺人者は、法の下に裁かれ、量刑が課せられる事になっている。自由を奪われ拘束
されて当然だが、人権は守られている。犯罪者の人権が守られ、被害者の人権が無視され、
犯罪動機や経緯を知る国民として当然の権利を奪われているという事例は、枚挙に暇がない。

近々終戦記念日を迎える。先の大戦では、日本は軍人・国民合せて300万余名の
命が失われたといわれている。仕掛けられたり、引きずられながら、成り行きの儘
開戦に踏み切り、結果的に敗戦国となってしまった。『勝てば官軍、負ければ賊軍』
で、戦勝国犯罪は不問に付され、敗戦国はリンチを受けても抵抗できなかった。

戦勝国でも連合国でもなかった、朝鮮人や中国共産党までも、戦勝国の尻馬に
乗って、捏造歴史を創り上げ、プロパガンダを展開し、世界に吹聴し捲くっているの
は周知の事実だ。負け犬のみすぼらしさから、シッポを巻いている者が居るかとは周知の事実だ。負け犬のみすぼらしさから、シッポを巻いている者が居るかと
思えば、あろう事か！欺瞞政権に尻尾を振っているバカ日本人が存在している。
（民族差別ではない。平然と欺瞞･捏造を垂れ流している政権や輩を指している）

敗戦を経験したことのない日本人は、この不合理にも抵抗できず、蹂躙され、弄ば
れることに加え、戦後に生まれた無垢の子供（終戦から現在に至るまで70余年）、
にまで自虐史観が植え付けられた。

戦勝国が犯した犯罪は免責されるという国際法はない。武力戦争で取られた領土は武力戦争戦勝国が犯した犯罪は免責されるという国際法はない。武力戦争で取られた領土は武力戦争
でしか取り戻せないという説もあるが、それ以外の方法で取り戻す事だってあり得るはずだ。

経済戦争・情報戦争・で締め上げ、鼻面に人参をぶら下げて、食べられそうでも食べられない
究極の飢えを味わわせる方法もある。（現在米国がやっている中国との貿易戦争や、北朝鮮
への経済封鎖・制裁など）領土・領海を拡張しようという企みを持った中国の一帯一路構想を
打ち砕き、核保有国と認証される事によって、自身の身の保全しか考えていない金正恩の
「生殺与奪の権を握っている」ことを知らしめるためにシンガポールにまで行って会談したのも
トランプ大統領だった。褒め殺しと云うセールストークが社会主義国には劇薬なのだが……。トランプ大統領だった。褒め殺しと云うセールストークが社会主義国には劇薬なのだが……。

アメポチに徹しながら、外交舞台で活躍している安倍首相のアベポチを演じている自民党内
の、お歴々の面々は、顔を見たくも声も聞きたくないほど一強劣化が激しい。石破茂は論外。
9月の総裁選で3選はほぼ確実だろうが、期待すべきは『初心』のみ。軽んじたら、必ず転ぶ。

50代以上の激しい自虐史観後遺症は、墓場まで持って行くしかないだろう。突如
目覚めたり、気付いたりしたら、思い立ったが吉日で、先ずすべきは先人・先祖の
供養からだろう。神社仏閣・墓参りに行くのも良いが、そこまで行かなくても、自身
の心の中で供養する（尊崇のまことの心をもって感謝を捧げる）事であって、作法
供養からだろう。神社仏閣・墓参りに行くのも良いが、そこまで行かなくても、自身
の心の中で供養する（尊崇のまことの心をもって感謝を捧げる）事であって、作法
に囚われる必要など更々ない。簡単だから毎日でも出来る。

一銭も掛らない供養が出来たら、清々しい気分で現状を見回してみよう。すると、
絶句したくなるほどの魑魅魍魎の世界が見えて来るはずだ。「こ・これは、一体何
なんだ…」「先人・ご先祖が期待した世界（日本）がこれか？」が、見えたらしめた
もの。「こんな日本に誰がした！」と、犯人探しをしたところで、せん無い事。

間違いを糺し、修正し、改正すべき事が湯水のようにあふれ出てくるはずだ。余り間違いを糺し、修正し、改正すべき事が湯水のようにあふれ出てくるはずだ。余り
にも膨大な量の改正点があることにも気付くだろう。次世代の若者の中から健全
な野党を創る動きを期待したい。その党名は改正党が相応しいだろう。


